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◎学習活動の充実 

 

（公）公民館耐震補強対策事業（教育委員会事務局 社会教育課）  

２６８，４８７千円（19,314千円） 

１ 事業目的 

耐震改修促進法に基づく特定建築物及び旧耐震基準に基づく災害拠点施設、避難所であ

る耐震化されていない公民館について、平成２７年度までに順次耐震化を行う。 

     また、耐震化を行う公民館において、大規模改修の必要な箇所について一体的に整備を

行う。 

２ 事業年度 

   平成２６年度 

３ ２６年度の事業内容 

（１）公民館耐震化設計委託料     ６，７２５千円 

・高津公民館 

・角野公民館 

（２）耐震化工事          ６０，０００千円 

・大生院公民館体育館 

・多喜浜公民館 

・口屋跡記念公民館 

（３）大規模改修工事       ２０１，７６２千円 

・多喜浜公民館 

・口屋跡記念公民館 

４ 財源内訳 

（１）国   1/3      21,479千円（防災・安全交付金） 

（２）市債 90%    37,500千円（公共事業等債） 

（３）一財      209,508千円 
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◎地域づくりの推進 

 

（施）別子山自然体験事業費（経済部 別子山支所） 

８００千円 

１ 事業目的 

別子山地域の自然や特産物を活用した「体験・交流型イベント事業」を開催することに

より、別子山地域の魅力について情報発信するとともに、イベント参加者による市民交流

を円滑にすることで地域の活性化を図る。また、多くの市民が、植物・動物・雪・渓流な

どの豊かな自然環境に直接触れることで、自然に関する感受性や環境問題への意識高揚を

図る。 

２ 事業年度 

     平成２６年度 

  ３ ２６年度の事業内容 

・事業内容 体験・交流型イベントの開催（例：雪合戦大会等） 

    ・開催場所 別子山地域内 

・実施方法 別子山地域住民を中心とした団体等が実施した事業に対する補助 

     ・事業予算 イベント事業費補助（負担金補助及び交付金）  ８００千円  

４ 財源内訳 

（１）その他     400千円（市町振興協会交付金） 

（２）一財     400千円 
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◎学校教育の充実 

（公・単）小・中学校施設環境整備事業（教育委員会事務局 学校教育課） 

１０１，２４３千円（150,954千円） 

１ 事業目的 

小・中学校の施設・設備の適正な保守及び維持管理を図り、児童・生徒が安全で快適な

教育を受けることができる環境をつくる。 

  ２ 事業年度 

     平成２６年度 

  ３ ２６年度の事業内容 

    （１）工事費     ６１，００８千円 

        ①体育館屋根塗装改修工事 

若宮小学校・浮島小学校・金子小学校・角野小学校・垣生小学校 

        ②惣開小学校プールろ過配管布設替工事 

        ③多喜浜小学校校舎壁面改修工事 

        ④浮島小学校北棟２階トイレ改修工事 

        ⑤小学校特別教室扇風機設置工事 

        ⑥川東中学校防球ネット改修工事 

        ⑦川東中学校体育館建具改修工事 

    （２）施設修繕料 ２９，２５２千円 

     ・老朽化による学校施設・設備等の修繕 

 （３）委託料     ８，０４９千円 

     ①金栄小学校運動場排水工事設計 

②屋内運動場屋根点検及び清掃 

     ③高木剪定・樹木消毒 

（４）備品購入費等  ２，９３４千円 

        ・惣開小電話機更新、真砂土購入、排水路浚渫、遊具撤去外 

４ 財源内訳 

  （１）国 1/3          900千円（学校施設環境改善交付金） 

（２）市債 75%      1,300千円（学校教育施設等整備事業債） 

（３）一財      99,043千円 

 

 

（公）小学校大規模改造事業（教育委員会事務局 学校教育課） 

３２，９７２千円（186,916千円） 

  １ 事業目的 

学校施設は、子どもたちの学習・生活の場であるとともに、地域コミュニティの中心で

あり、非常時には防災拠点の役割を果たす施設であるため、安全かつ安心な施設環境を確

保することが必要である。また、児童生徒を取り巻く社会環境の変化に伴い、時代に即し

た機能的な施設環境を確保するためにも、学校施設の大規模改修を実施する。 

  ２ 事業年度   

     平成２６年度 

３ ２６度の事業内容 

・泉川小学校南棟大規模改造工事設計  ２０，３１８千円 

・大生院小学校プール改築工事設計   １２，６５４千円 
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４ 財源内訳 

（１）国 1/3     6,772千円（学校施設環境改善交付金） 

（２）市債  90%     21,400千円（学校教育施設等整備事業債） 

（３）一財        4,800千円 

 

 

（施）学力向上学習支援事業費（教育委員会 学校教育課）（新規） 

１，３５６千円 

１ 事業目的 

「小中学生の学力向上」のため、新居浜教育会（教員ОＢ）や現職教員及び愛媛新聞社

と連携を取りながら、放課後や夏休みの時間を利用し、学習支援事業を行う。 

 ２ 事業年度 

    平成２６年度 

  ３ 事業概要 

（１）小学生学習支援事業  

      公民館に放課後の学習の場を創設し勉強を習慣づける。 

    （２）あかがね算数・数学コンテスト 

      数学的な考え方を駆使して難問に挑戦することを通して、優れた数学的資質能力を備

えた児童生徒を育成する。 

    （３）新聞制作体験学習支援事業 

      愛媛新聞社と共催し、中学生に生徒会活動の中で新聞制作を体験させ、言語活動やコ

ミュニケーション能力の向上等を図る。 

４ ２６年度の事業内容  

（１）小学生学習支援事業 

       平成 26年 9月～平成 27年 3月の平日の放課後に、川東・川西・上部各 1か所の

公民館において、小学 4年生～6年生に対し、宿題、授業のわからないところの復習

など個別に支援する。 

    （２）あかがね算数・数学コンテスト  

       開催日時：平成 26年 8月、9:00～12:00 試験時間 90分 

 （３）新聞制作体験学習支援事業 

       平成 26年 7月～12月の間に４回位、愛媛新聞社専門スタッフのレクチャーを受け

て新聞を制作し、愛媛新聞朝刊に掲載してもらう。 
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（施）いじめ・不登校問題等対策費（教育委員会事務局 学校教育課）（拡充） 

 

１７，３４９千円（15,438千円） 

１ 事業目的 

近年、子どもたちを取り巻く社会環境が著しく変化する中で、学校や社会に適応できな

い子どもが増加しつつある。いじめ・不登校の未然防止や早期発見・早期対応、不登校児

童生徒への学習指導や相談活動、学校復帰等社会的自立に向けた効果的な支援について、

適応指導教室「あすなろ教室」を拠点として、学校、家庭、地域、関係機関等が連携し、

いじめ・不登校問題等の解消を図る。 

 ２ 事業年度 

     平成２６年度 

  ３ 事業概要 

適応指導教室での不登校児童生徒への教科指導、個別カウンセリング、訪問指導、集団

活動を通じた学校への復帰の支援等を前年に引き続き実施する。なお、平成２５年度から

小学４年生～中学１年生を対象に実施している「楽しい学校生活を送るためのアンケート

調査(Ｑ-Ｕ)」について、近年、いじめ、不登校問題の低年齢化が顕著であることから、対

象を小学１年生からに拡大し、小中全学年をカバーすることにより、きめ細かく診断結果

を分析・検証するとともに、児童生徒の不登校等の未然防止やいじめの早期発見、学校(教

諭等)における学級経営・授業改善に向けた取組を行う。 

４ ２６年度の事業内容  

・適応指導教室相談員(４人)報酬等    ９，４０５千円 

・訪問相談員、カウンセリング等謝金        ７０８千円 

     ・連絡協議会、研修会等出席旅費        ９８千円 

・教材、文具、学習図書等購入費        １２６千円 

     ・いじめ調査報告書(冊子)印刷製本費      ９６千円 

・いじめ１１０番通話料、賠償責任保険料等  ２１９千円 

     ・楽しい学校生活を送るためのアンケート調査(Ｑ-Ｕ)実施委託料  ６，２６２千円 

     ・体験活動等バス借上げ、施設使用料、ＩＴ学習支援ソフト使用料等    ４３０千円 

     ・全国適応指導教室連絡協議会費(負担金)     ５千円 

  ５ 財源内訳 

（１）県 10/10       610千円（不登校対策総合推進事業委託金） 

（２）一財         16,739千円 
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◎芸術文化の振興 

（公）市民文化センター耐震補強対策事業（教育委員会事務局 スポーツ文化課） 

５９，５００千円（145,950千円） 

１ 事業目的 

平成２４年度に実施した耐震診断の結果を受けて、補強工事を実施する。 

     平成２６年度は市民文化センターの大ホール、中ホール、本館（事務所）の補強工事を

実施予定。 

２ 事業年度 

   平成２６年度 

３ ２６年度の事業内容 

市民文化センター耐震化工事  ５９，５００千円 

     ・工事期間 （本館）６・７月 

（大ホール）７月～１１月 

（中ホール）１月～３月 

４ 財源内訳 

（１）国  1/3    13,000千円（防災・安全交付金） 

（２）市債 90%   36,400千円（公共施設等耐震化事業債） 

（３）一財       10,100千円 

 

（単）文化施設環境整備事業（教育委員会事務局 スポーツ文化課） 

２６９，７２６千円（30,409千円） 

１ 事業目的 

老朽化が進んでいる文化施設、特に市民文化センターについて耐震補強工事とともに施

設の整備をし、利用環境の改善、利便性の向上を図る。 

２ 事業年度 

   平成２６年度 

３ ２６年度の事業内容 

工事費  ２５５，７１２千円 

・別館エレベーター更新 

      ・非常用発電機更新 

      ・高圧ケーブル・開閉器更新 

      ・大ホールワイヤレスマイク更新 

      ・中ホールロビー屋上防水工事 

      ・大ホール舞台床張替工事 

      ・大ホール吊物改修 

・大ホール空調設備更新 

     使用料及び賃借料  １４，０１４千円 

      ・大ホール調光設備及び負荷設備更新 

      ・大ホール舞台音響設備改修工事 

４ 財源内訳 

（１）繰入金    162,043千円（公共施設整備基金） 

（２）一財       107,683千円 
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（施）総合文化施設建設推進費（企画部 総合文化施設準備室） 

２，６４９千円（90,652千円） 

１ 事業目的 

総合文化施設の建設と並行して、事業計画や今後の館の運営計画を検討していくのにあ

たり、アドバイザーの招聘を行うとともに、美術品の収集計画等を策定するため、収集・

評価委員会を開催する。 

 ２ 事業年度 

     ２６年度 

 ３ ２６年度の事業内容 

アドバイザー招聘、収集・評価委員会開催のための旅費、報償費等経費 

（アドバイザー） 

・総合プロデューサー 鴻上尚史 

      ・アンバサダー    高見知佳 

      ・美術館顧問     原田平作 

・アートディレクター 曽我部清典 

      ・アドバイザー    市橋宏、上田真二、吉田広ほか 

（収集・評価委員会） 

      ・新居浜ゆかりの美術の収集方針確立（３回程度開催） 

 

 

（施）総合文化施設管理運営費（企画部 総合文化施設準備室）（新規） 

１０８，８１５千円 

１ 事業目的 

平成２７年春オープン予定の総合文化施設の管理運営に関して管理計画・事業実施計画

を策定し、円滑に運営され、多くの市民に利用してもらえる施設を目指す。 

 ２ 事業年度 

     平成２６年度 

 ３ ２６年度の事業内容 

（１）開館準備支援業務委託  ２３，９００千円 

総合文化施設の平成２７年春オープンに向けて事務管理業務への協力、事業計画の

具体化、地域の人材活用策の立案などの委託業務 

（２）プレ事業実施業務委託  ８，１００千円 

   美術・音楽・演劇など市民と協働して実施するプレ事業の企画運営業務 

   （３）総合文化施設に適する飲食物販施設の調査検討業務委託  ５，０５７千円 

      総合文化施設内での飲食物販施設の運営案、モデル案の策定 

（４）総合文化施設指定管理料  ６９，５２２千円 

      平成２６年１０月１日より指定管理の予定 

（５）事務費一式（臨時職員人件費等） ２，２３６千円 

４ 財源内訳 

（１）県            5,056千円（市町緊急雇用創出事業費補助金） 

（２）一財        103,759千円 
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（施）総合文化施設充実費（企画部 総合文化施設準備室）（新規） 

１０，１９１千円 

１ 事業目的 

総合文化施設は平成２７年春にオープン予定であるため、円滑に開館・事業の実施がで

きるよう運営・展示等に関する打ち合わせや協議を重ねる。また、開館のプレ事業として

美術展覧会や音楽公演を実施しながら、開館へ向けての機運を盛り上げていく。 

 ２ 事業年度 

     平成２６年度 

 ３ ２６年度の事業内容 

・現有コレクションによる美術展覧会及び音楽公演開催経費  ３，４５１千円 

    ・総合文化施設パンフレット作成、打ち合わせ旅費等     ６，７４０千円 

４ 財源内訳 

（１）その他          800千円（雑入） 

（２）一財         9,391千円 

 

 

（施）美術品購入基金積立金（企画部 総合文化施設準備室）（新規） 

１００，０００千円 

１ 事業目的 

総合文化施設に収蔵する美術品を円滑かつ効率的に購入するため購入基金を創設する。 

 ２ 事業年度 

     平成２６年度 

 ３ ２６年度の事業内容 

美術品購入基金への積立 

４ 財源内訳 

（１）その他    100,000千円（文化振興基金） 
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◎スポーツの振興と競技力の向上 

（公）体育施設環境整備事業（教育委員会事務局 スポーツ文化課） 

３５，２６０千円（66,339千円） 

１ 事業目的 

老朽化が進んでいる体育施設を整備し、利用環境の改善、利便性の向上を図る。また、

整備器具等で各体育施設の維持管理及び適正な整備を行う。 

２ 事業年度 

   平成２６年度 

３ ２６年度の事業内容 

    工事費   ２５，２９１千円 

・山根公園屋内プールろ過機濾材交換工事 

・東雲市民プール塗替塗装工事（子どもプール） 

・東雲市民プール滑り台修理工事 

・東雲競技場改修工事 

委託料  ７，３９５千円 

・市民体育館耐震設計委託料 

備品購入等   ２，５７４千円 

・東雲競技場陸上競技場公認にかかる備品購入等           

  ４ 財源内訳 

（１）国 1/3   2,465千円（防災・安全交付金） 

（２）市債 90%    4,400千円（公共施設等耐震化事業債） 

（３）一財     28,395千円 

 

 

（単）国体施設整備事業（教育委員会事務局 スポーツ文化課） 

４０，８１３千円（29,451千円） 

１ 事業目的 

平成２９年度に開催されるえひめ国体において新居浜市で実施される競技会場の施設整

備を行う。 

２ 事業年度 

   平成２５年度～２８年度 

３ ２６年度の事業内容 

   工事費     ４０，８１３千円 

    ・市営野球場ファールポール取替え 

    ・市営野球場グラウンド舗装等 

      ・市営野球場音響設備更新 

  ４ 財源内訳 

（１）県 1/2    15,274千円（第 72回国民体育大会市町等競技施設整備費補助金） 

（２）一財        25,539千円 
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（単）国体関連施設整備事業（企画部 港湾管理課） 

１８６，５９４千円（9,306千円） 

１ 事業目的 

平成２９年度に開催が内定している｢えひめ国体｣の円滑な開催に向けて、セーリング競

技会場であるマリンパーク新居浜に、所用の施設を計画的に整備し、｢えひめ国体｣の開催

に備える。 

２ 事業年度 

   平成２６年度 

３ 事業概要 

    （１）場所 垣生３丁目 マリンパーク新居浜内 

    （２）全体計画 

       ・ヨット艇庫建設工事 

       ・斜路（常設、仮設）設置工事 

       ・艇置場整備工事 

       ・駐車場整備工事 

       ・浮桟橋改修工事 

（３）事業期間 平成２５年度～２９年度 

４ ２６年度の事業内容 

委託料    ６，１２７千円 

・ヨット艇庫実施設計業務委託 

    工事費  １８０，４６７千円 

・ヨット艇庫建設工事 、浮桟橋改修工事 

  ５ 財源内訳 

（１）県 2/3   68,395千円（第 72回国民体育大会市町等競技施設整備費補助金） 

（２）一財   118,199千円 
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◎近代化産業遺産の保存・活用の充実 

 

（単）旧広瀬邸庭園整備事業（教育委員会 スポーツ文化課）（新規） 

１０，６３１千円 

１ 事業目的 

旧広瀬邸内庭を整備し、国の名勝指定を受けることで観覧者数を増加させることにより、

より多くの方に新居浜市の文化・歴史に触れてもらい、近代化文化遺産への理解を深めて

もらう。 

  ２ 事業年度 

     平成２６年度 

  ３ 事業概要 

     旧広瀬邸内庭の心字池は、明治２２年の完成当時は河川から引水を行っていたが、現在

は用水管に漏水があるため引水をとりやめ、池の水として水道水を利用している。 

     明治期の京都では琵琶湖疎水から庭園内の池に引水を行うことが流行したが、旧広瀬邸

の引水は、その先駆的なものにあたる。用水管を修復し当時の状態を再現することで、旧

広瀬邸の文化財としての価値を高める。 

  ４ ２６年度の事業内容 

（１）測量委託     １，４１８千円 

（２）用水管改修工事  ６，０３２千円  

（３）用地費        ８８４千円 

（４）補償費      １，９２８千円 

（５）事務費        ３６９千円 

 

 

（単）近代化産業遺産整備事業（企画部 別子銅山文化遺産課） 

８，８７５千円（1,323千円） 

１ 事業目的 

今も市内には、世界に誇れる別子銅山産業遺産が多く残されている。それらをまちづく

りに生かし、また、市内外に情報発信するという視点からマイントピア別子、広瀬歴史記

念館などの整備を行ってきたが、今後とも中核施設の整備が必要となっている。 

  ２ 事業年度 

     平成２６年度 

  ３ ２６年度の事業内容 

（１）社団法人自彊舎記念会の解散に伴い、平成２５年１２月末までに解体された建家跡

地を新居浜市に寄附いただいたことから、当該地の測量を行うと共に、記念碑、説明

板等を整備し、鷲尾勘解治翁及び自彊舎の顕彰を行う。 

・自彊舎跡地測量業務委託     １，０８０千円 

・自彊舎跡地整備工事       ５，７２４千円 

（２）住友共同電力（株）から寄附を受け、平成２２年４月から新居浜市で管理している元

社長宅の雨水排水設備が老朽化していることから、改修工事を実施する。 

・山田社宅雨水排水設備改修工事  ２，０７１千円 

  ４ 財源内訳 

（１）その他    8,875千円（あかがね基金） 


